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むらかみ
市議会だより

市民の宝 輝く瞳
岩船大祭

（村上地区 岩船上浜町）
岩船大祭は、807年に京都の貴船明神を勧請し創
建された石船神社の秋の例祭で、江戸時代前期に
は、上岩船と下岩船のおしゃぎりを曳きまわす、
と伝えられています。
永い永い歴史を持つ岩船大祭。青空に映える子ど
もたちの生き生きとした姿が印象的でした。



平成25年度

特　
　
　
　

集

　

９
月
定
例
会
で
は
、
例
年
、
前

年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

審
議
し
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
平
成
25
年
度
の
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
か

ら
「
一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委

員
会
」
を
設
置
し
、
委
員
に
は
、

議
長
お
よ
び
議
会
選
出
の
監
査
委

員
を
除
く
全
議
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
委
員
長
に
副
議
長
の
平

山
耕
議
員
、
副
委
員
長
に
総
務
文

教
常
任
委
員
会
委
員
長
の
小
杉
和

也
議
員
が
委
員
の
互
選
に
よ
り
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

【
歳
入
】

◆
市
税

　
　

不
能
欠
損
額
が
多
く
出
て
い

ま
す
が
、
収
納
推
進
員
は
何
人
体

制
で
す
か
。

問

	

25
年
度
は
３
人
体
制
で
し
た
。

　
　

毎
年
約
１
０
０
０
万
円
の
不

能
欠
損
が
出
て
い
る
の
で
、
も
う

少
し
徹
底
し
た
徴
収
を
す
べ
き
と

思
い
ま
す
が
、
不
能
欠
損
を
行
っ

た
個
人
と
法
人
の
件
数
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

答問

納
額
が
少
な
い
方
も
い
る
の
で
、

な
か
な
か
減
っ
て
い
か
な
い
の
が

現
状
で
す
。
そ
の
よ
う
な
方
に
つ

い
て
は
分
納
の
約
束
を
し
て
い
る

の
で
、
時
効
は
停
止
す
る
関
係
で

不
能
欠
損
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

◆
使
用
料
及
び
手
数
料

　
　

郷
土
資
料
館
（
お
し
ゃ
ぎ
り

会
館
）、
若
林
家
住
宅
、
三
の
丸

会
館
の
入
場
者
数
な
ど
は
、
ど
の

よ
う
な
状
況
で
す
か
。

	

郷
土
資
料
館
・
若
林
家
住
宅

の
入
館
料
収
入
は
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
。
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
が
変

わ
り
、
入
館
料
の
か
か
ら
な
い
町

問答

ど
う
だ
っ
た
？

市
の
お
金
の
使
い
方

一
般
会
計
決
算
審
査

東日本大震災以降、入館者が年々減少している郷土資料館

税務課の業務の様子

	

個
人
２
４
１
人
、
法
人
13
社

で
す
。
な
お
、
預
貯
金
の
債
権
は

差
し
押
さ
え
て
あ
り
ま
す
。

◆
分
担
金
及
び
負
担
金

　
　

保
育
園
入
園
者
負
担
金
に
つ

い
て
、
収
納
未
済
額
が
１
６
０
０

万
円
も
あ
り
、
あ
ま
り
に
も
多
い

と
感
じ
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

	

滞
納
額
の
中
身
を
分
析
す
る

と
、
一
人
の
滞
納
額
が
多
か
っ
た

り
、
分
納
し
て
い
て
も
１
回
の
分

答問答
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◆
商
工
費

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
費
用

対
効
果
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。
ま
た
、
中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
自

治
体
で
は
ど
こ
で
も
、
リ
フ
ォ
ー

ム
に
も
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
使

え
る
方
式
の
よ
う
で
す
が
、
住
宅

補
助
制
度
は
す
ぐ
効
果
が
出
る
の

で
、
取
り
入
れ
て
は
い
か
が
で
す

か
。

	

費
用
対
効
果
に
つ
い
て
の
デ

ー
タ
は
後
ほ
ど
提
出
し
ま
す
が
、

リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
明
ら
か

に
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
の
、

一
回
に
使
え
る
額
の
検
討
が
必
要

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

◆
教
育
費

　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
業
務

委
託
の
入
札
の
結
果
、
運
転
手
の

賃
金
が
大
幅
に
下
げ
ら
れ
て
問
題

が
起
き
て
い
ま
す
。
通
学
の
安

心
・
安
全
を
図
る
た
め
に
も
、
入

札
方
法
に
つ
い
て
の
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
で
す
か
。

	

地
元
の
運
転
手
の
確
保
が
で

き
な
い
事
例
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
競
争
入
札
で
は
安
全

性
や
賃
金
が
十
分
に
確
保
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
今
後
は
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
る
選
定
を
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問答問答

特　
　
　
　

集

屋
巡
り
の
方
が
人
気
の
よ
う
で

す
。
三
の
丸
記
念
館
は
利
用
者
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
市
民
が
芸
術

文
化
活
動
と
し
て
使
用
す
る
場
合

は
無
料
で
あ
り
、
収
入
と
し
て
は

少
な
い
状
況
で
す
。

【
歳
出
】

◆
総
務
費

　
　

村
上
駅
周
辺
地
域
の
測
量
業

務
委
託
は
、
何
の
た
め
の
測
量
を

行
う
も
の
で
す
か
。

	

駅
周
辺
の
平
面
的
な
も
の
と

縦
断
・
横
断
的
な
測
量
で
あ
り
、

駅
の
通
路
や
広
場
を
ど
の
よ
う
に

造
る
の
か
、
そ
の
基
と
な
る
も
の

で
す
。

◆
民
生
費

　
　

若
い
人
で
国
民
年
金
保
険
料

が
払
え
な
い
と
言
っ
て
手
続
き
す

る
人
に
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
ま
す
か
。

	

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

◆
労
働
費

　
　

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
本
部
が
新
発
田
に
移
り
、

村
上
は
支
部
と
な
る
そ
う
で
す
が
、

支
援
体
制
が
後
退
し
ま
せ
ん
か
。

	

後
退
し
て
い
る
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
Ｄ
Ｖ
や
パ
ワ
ハ
ラ

は
行
政
の
対
応
も
必
要
な
の
で
、

問答問答問答

委
託
業
務
の
中
で
専
門
職
の
方
を

常
駐
さ
せ
る
な
ど
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◆
農
林
水
産
業
費

　
　

村
上
茶
振
興
対
策
費
に
つ
い

て
、
観
光
茶
園
の
面
積
は
増
加
傾

向
で
す
か
、
現
状
の
ま
ま
で
す
か
。

	

中
州
公
園
に
茶
園
を
整
備
し

て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

管
理
を
委
託
し
て
い
ま
す
が
、
面

積
は
増
え
て
い
ま
せ
ん
。
春
の
茶

摘
み
体
験
な
ど
に
は
今
ぐ
ら
い
の

面
積
が
ち
ょ
う
ど
良
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問答

観光茶園の茶摘み体験（三面川中州公園）

過去５年間の一般会計の決算額推移
360
億円

340
億円

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

市債
360億1900万円

市債
356億1600万円

市債
334億6700万円

市債
319億5300万円

市債
328億6200万円

基金
  52億3000万円

基金
  64億9800万円

基金
  71億5100万円

基金
  86億4100万円

基金
  97億7500万円

300
億円

320
億円

歳 

入 

・ 

歳 

出

基
金
・
市
債

331億
5000万円

319億
7600万円

352億
8200万円

339億
7300万円

318億
1600万円

304億
1700万円

329億
5100万円

317億
9800万円

355億
5200万円

342億
7700万円

歳入

歳出

※金額は100万円未満四捨五入で
　記載しています。
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一　

般　

質　

問　
⑴

　９月11日・12日・16日・17日の４日間の日程で行わ
れた一般質問に16人の議員が登壇しました。
　質問および答弁の要旨を掲載します。（質問順）
　※	全質問事項は以下のとおりです。なお、一般質問の原稿は、

質問者が作成したものを掲載しています。

市政を問う!! 16人が
一般質問

冨樫宇栄一議員
１．今後の介護保険事業計画について
２．市の遊休施設の活用について
３．まちづくり協議会の現状について

尾形修平議員
１．	日本海沿岸東北自動車道の整備に
伴う対応・対策について

２．ふるさと納税制度について

長谷川　孝議員
１．岩船沖洋上風力発電について
２．	中学校の運動部活動の状況について
３．子ども子育て支援について

板垣千代子議員
１．	高齢社会の到来による難聴者の増
大について

２．教育環境の向上について

木村貞雄議員
１．子育てと学校教育について
２．下水道事業について

滝沢武司議員
１．	本市教育行政の現状と今後について
２．	都市計画道路のこれまでと今後に
ついて

小杉和也議員
１．市施設の管理・修繕について
２．ワクチン接種に対する考え方について
３．少子化対策について
４．危険ドラッグについて

川村敏晴議員
１．	市所有マイクロバス等の運用につ
いて

２．	政府の有識者検討会で発表された
日本海側の津波想定値について

３．岩船沖洋上風力発電について

竹内喜代嗣議員
１．子ども・子育て支援新制度について
２．	医療・介護法成立による介護保険
制度の変更について

３．旧荒川郷ごみ処理場の撤去について
４．洋上風力発電について

山田　勉議員
１．嫁婿対策について
２．自然エネルギー施策について
３．介護老人施設について

佐藤重陽議員
１．子育て支援の推進について
２．	高齢者の安全・安心を守る見守り事業

のサービス向上を図ることについて
３．	災害対応用高所作業車の新規導入
について

相馬エイ議員
１．職員の国内研修の予算化について
２．まちの美化について
３．	認知症を障害者手帳の対象にする
ことについて

片野鉄雄議員
１．村上市の自殺防止対策について
２．中小企業振興基本条例について
３．少子化対策・子育て支援について
４．村上市の防災対策について
５．村上市の観光について
６．洋上風力発電について

姫路　敏議員
１．	障がい者や高齢者の支援のための
タクシー利用券について

２．自転車タクシーの導入について
３．消防団の現況について

本間清人議員
１．除雪や市道認定について
２．防災について
３．村上市の観光資源について
４．中小企業の事業継承などについて

渡辺　昌議員
１．	日沿道の延伸と朝日みどりの里の
在り方について

２．蒲萄スキー場の今年の営業について

一般質問とは？
　一般質問は、議員が市長や教
育長など市当局に対し、広く市
政についての報告、説明を求め
るものです。
　定例会ごとに行われ、質問順
は抽選で決定しています。

平成26年11月15日発行　第33号
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冨樫宇栄一 議員板垣千代子 議員

一　

般　

質　

問　
⑵

高
齢
化
社
会
の
難
聴
対
策
は

今
後
の
介
護
保
険
事
業
計
画
は

遊
休
施
設
は
介
護
に
活
用
を

　
　

加
齢
に
伴
う
聴
力
の
低
下
は
や
む
を

得
ま
せ
ん
が
、
音
の
聞
こ
え
方
に
異
変
を

感
じ
た
と
き
に
早
め
に
検
査
治
療
を
受
け

れ
ば
、
深
刻
な
聴
力
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
村
上
市
で
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

	

現
在
、
健
康
診
査
は
特
定
健
診
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
お
り
、

聴
力
検
査
や
視
力
検
査
は
検
査
項
目
と
な

問答
　
　

日
本
は
世
界
に
例
を
見
な
い
速
さ
で

高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
65
歳
以
上
の

人
口
は
３
千
万
人
を
超
え
（
国
民
の
４
人

に
１
人
、
村
上
市
は
３
人
に
１
人
）、
今

後
も
増
加
し
続
け
る
と
予
想
さ
れ
、
国
民

の
医
療
や
介
護
の
需
要
が
更
に
増
加
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
介

護
事
業
計
画
を
伺
い
ま
す
。

	

本
市
の
65
才
以
上
の
人
口
の
ピ
ー
ク

は
２
０
２
０
年
で
２
万
２
３
５
６
人
と
推

問答

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
聴
力
検
査
は
、
本
人
が
個

別
に
耳
鼻
咽
喉
科
へ
受
診
し
て
い
た
だ
き
、

標
準
純
音
聴
力
検
査
に
よ
り
診
断
用
オ
ー

ジ
オ
メ
ー
タ
ー
で
検
査
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
検
査
は
保
険
診
察
の
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

教
育
環
境
の
向
上
に
つ
い
て
、
猛
暑

対
策
と
し
て
、
小
・
中
学
校
の
全
教
室
に

扇
風
機
の
設
置
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な

問 計
さ
れ
て
お
り
、「
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」
は
、
団
塊
の
世
代
が
65
才
以
上

と
な
る
27
年
度
か
ら
３
年
間
の
計
画
で
あ

る
と
と
も
に
、
そ
の
方
た
ち
が
75
歳
以
上

に
な
る
10
年
後
の
37
年
度
に
向
け
、
中
長

期
的
な
サ
ー
ビ
ス
・
給
付
・
保
険
料
水
準

も
推
計
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
の
減
少
が
進

ま
な
い
中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

い
か
伺
い
ま
す
。

	

今
後
学
校
の
実
態
、
他
市
の
取
り
組

み
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
扇
風
機
の
設

答 支
援
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

を
含
め
た
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　
　

施
設
入
所
か
ら
在
宅
介
護
へ
の
シ
フ

問

置
が
可
能
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

給
食
調
理
場
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
は
、

現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

	

昨
年
８
月
に
村
上
南
小
学
校
の
調
理

場
に
、
エ
ア
コ
ン
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

未
設
置
の
調
理
場
に
は
順
次
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　

各
学
校
の
用
務
員
室
へ
の
ク
ー
ラ
ー

設
置
の
有
無
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

	

現
在
、
技
能
員
室
に
冷
房
の
あ
る
学

校
は
、
比
較
的
新
し
い
校
舎
の
11
校
で
す
。

夏
場
の
屋
外
業
務
の
大
変
さ
は
理
解
し
て

い
ま
す
。
総
合
的
に
検
討
し
ま
す
。

問答問答 ト
を
め
ざ
す
厚
生
労
働
省
の
方
針
は
こ
の

地
域
の
家
庭
条
件
と
マ
ッ
チ
し
な
い
の
で

は
な
い
で
す
か
。

	

小
規
模
多
機
能
施
設
の
登
録
は
83
％

で
す
が
、
制
度
そ
の
も
の
に
つ
い
て
利
用

者
の
理
解
が
進
ん
で
い
な
い
面
が
あ
り
ま

す
。

　
　

保
育
園
、
小
中
学
校
の
統
合
に
よ
る

遊
休
施
設
は
介
護
施
設
に
活
用
で
き
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

	

老
朽
化
の
た
め
、
活
用
可
能
な
施
設

は
少
な
く
、
解
体
工
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
よ
う
な
要
請
が
あ
れ
ば
精
査

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答問答

小学校の暑さ対策「扇風機」 入所待機者の多い特養施設
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一　

般　

質　

問　
⑶

嫁
婿
対
策
で
少
子
化
解
消
を

こ
れ
か
ら
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

　
　

嫁
婿
対
策
は
、
少
子
化
対
策
と
し
て

の
一
環
も
担
っ
て
い
る
非
常
に
大
事
な
問

題
で
す
。
若
い
世
代
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

生
活
を
考
え
て
結
婚
で
き
な
い
方
も
多
く

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
安
心
し
て
子
育
て

で
き
る
環
境
を
創
り
出
す
た
め
に
も
、
学

費
や
保
育
料
、
医
療
費
、
そ
し
て
家
を
建

て
る
費
用
な
ど
の
軽
減
を
図
る
な
ど
思
い

切
っ
た
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

問

	

婚
活
支
援
事
業
と
し
て
、
男
女
の
出

会
い
の
場
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画

す
る
団
体
等
を
支
援
す
る
「
婚
活
支
援
事

業
補
助
金
制
度
」
を
開
始
し
、
一
定
の
成

果
が
あ
っ
た
と
の
情
報
も
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
安
心
し
て
結
婚
に
踏
み
切
る
た
め

に
は
、
子
育
て
支
援
も
大
変
重
要
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
人
口
減
少
対
策
の
検
討
成

果
を
ま
と
め
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
は「
取

り
組
め
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
」
を
基
本

答

方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
大
量
の
放

問

射
性
物
質
が
排
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
原
子
力
発
電
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。
次
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
と
し
て
大
変
有
望
で
あ
る
メ
タ
ン
ハ

イ
ド
レ
ー
ト
の
開
発
に
取
り
組
む
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

	

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
つ
い
て
「
メ

タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
」
は
、
新
た
な
国
産

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、

新
潟
県
上
越
沖
と
秋
田
・
山
形
沖
で
調
査

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
関
係
す
る

海
域
が
調
査
区
域
と
し
て
選
定
さ
れ
た
場

合
は
、
関
係
機
関
と
相
談
し
な
が
ら
、
協

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

「恋活 in Shiomiso」の様子

小杉　和也 議員

山
辺
里
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
を
急
げ

市
の
公
園
に
は
遊
具
が
少
な
い

　
　

開
校
４
年
目
の
山
辺
里
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
、
雨
が
降
る
と
学
校
行
事
へ

の
影
響
が
出
る
ほ
ど
水
は
け
が
悪
い
の
で
、

改
修
す
る
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

	

設
計
業
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

予
算
措
置
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、
新
年
度

予
算
計
上
前
に
は
話
し
合
い
を
終
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

市
長
・
副
市
長
も
現
状
を
把
握
す
る

た
め
に
山
辺
里
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
状

問答問

態
を
視
察
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど

う
で
す
か
。

	

山
辺
里
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
状
態

を
確
認
し
、
し
か
る
べ
き
処
置
を
取
れ
る

よ
う
に
し
ま
す
。

　
　

改
修
工
事
の
設
計
な
ど
を
、
し
っ
か

り
見
ら
れ
る
市
職
員
が
必
要
で
は
な
い
で

す
か
。

	

村
上
市
の
規
模
だ
と
、
庁
舎
内
で
設

計
、
管
理
監
督
、
積
算
を
で
き
る
部
署
が

答問答

必
要
に
な
っ
て
き
た
と
思
う
の
で
、
早
速

そ
の
よ
う
な
部
署
を
設
置
し
ま
す
。

　
　

少
子
化
へ
の
対
策
と
し
て
、
い
つ
で

問

も
誰
で
も
集
え
る
公
園
の
遊
具
を
充
実
さ

せ
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

	

今
後
は
要
望
に
応
じ
て
、
伸
び
伸
び

遊
べ
る
場
所
の
提
供
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

全
国
で
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
よ
る
事
件

や
事
故
が
起
き
、
問
題
が
表
面
化
し
て
い

ま
す
。
市
で
も
問
題
が
起
き
な
い
う
ち
に

手
を
打
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
す
か
。

	

県
か
ら
危
険
ド
ラ
ッ
グ
乱
用
根
絶
の

た
め
の
緊
急
対
策
と
し
て
、
啓
発
強
化
と

取
締
徹
底
の
通
知
が
あ
り
、
研
修
会
も
開

催
し
ま
し
た
。
市
民
へ
は
、
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
す
る
啓
発
活
動
の
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

答問答

イヨボヤ会館裏の鮭公園に１つしかない遊具
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基
本
で
あ
り
、
幅
員
の
要
件
緩
和
に
関
し

て
は
、
緊
急
車
両
の
搬
入
な
ど
を
考
え
る

と
、
な
か
な
か
譲
れ
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

村
上
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
「
お
城

山
」
で
す
が
、
所
有
者
が
村
上
城
跡
保
存

育
英
会
で
あ
り
、
ま
た
国
史
跡
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
市
が
勝
手
に
手
を
掛
け

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
行
政
と
し
て
も
、
せ
め

て
石
垣
が
見
え
る
よ
う
な
整
備
が
で
き
な

い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

	

保
健
保
安
林
な
ど
の
指
定
も
あ
り
、

一
度
に
切
れ
る
木
も
制
限
さ
れ
て
い
る
た

め
、
目
に
見
え
て
石
垣
が
見
え
る
状
態
に

な
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

問答

一　

般　

質　

問　
⑷

市
道
認
定
の
見
直
し
考
え
て
は

　
　

村
上
市
が
保
有
す
る
除
雪
車
の
種
類

や
台
数
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

	

除
雪
ド
ー
ザ
ー
等
リ
ー
ス
を
含
め
60

台
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
15
台
、
歩
道
用

等
の
ハ
ン
ド
ル
ガ
イ
ド
式
の
も
の
が
１
台

の
合
計
76
台
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

　
　

委
託
業
者
は
何
社
で
、
ど
れ
ぐ
ら
い

の
除
雪
車
が
あ
り
、
各
地
域
に
ど
の
よ
う

に
配
置
し
て
い
ま
す
か
。

	

業
者
は
77
社
を
予
定
し
て
お
り
、
そ

問答問答

の
所
有
す
る
除
雪
車
は
ド
ー
ザ
ー
等
が
94

台
、
ロ
ー
タ
リ
ー
２
台
、
グ
レ
ー
ダ
ー
１

台
、
ハ
ン
ド
ル
ガ
イ
ド
式
が
６
台
と
な
っ

て
い
ま
す
。
地
域
別
で
は
、
村
上
地
域
が

18
業
者
、
44
台
、
荒
川
地
域
が
14
業
者
、

21
台
、
神
林
地
域
が
13
業
者
、
22
台
、
朝

日
地
域
が
20
業
者
、
40
台
、
山
北
地
域
が

12
業
者
、
20
台
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

市
の
市
道
認
定
の
基
準
は
幅
員
４
ｍ

以
上
、
延
長
50
ｍ
と
あ
り
ま
す
が
、
生
活

問

道
路
と
し
て
利
用
し
て
い
る
道
路
に
つ
い

て
見
直
す
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

	

市
道
認
定
に
は
公
道
か
ら
公
道
へ
が

答

市
道
な
ど
の
雑
草
対
策
は

洋
上
風
力
発
電
の
見
通
し
は

　
　

村
上
へ
来
る
観
光
客
と
接
す
る
「
村

上
市
観
光
ガ
イ
ド
会
」
の
存
在
は
大
変
重

要
で
す
。
依
頼
動
向
と
支
援
体
制
は
。

	

依
頼
数
は
、
過
去
５
年
間
は
７
千
人

前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
村
上

市
観
光
協
会
と
イ
ヨ
ボ
ヤ
の
里
開
発
公
社

で
補
助
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

き
れ
い
な
ト
イ
レ
の
な
い
観
光
地
は

衰
退
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
ト
イ
レ
の
設

置
要
望
が
あ
り
ま
す
が
検
討
し
ま
せ
ん
か
。

問答問

	

村
上
商
工
会
議
所
か
ら
も
要
望
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

　
　

観
光
客
が
通
る
市
道
や
県
道
沿
線
、

特
に
駅
前
か
ら
の
南
線
沿
い
な
ど
で
雑
草

が
目
立
ち
ま
す
が
、
対
策
を
伺
い
ま
す
。

	

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
得
て
、
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

漁
業
・
観
光
・
商
工
・
港
利
用
各
関

係
者
、
海
岸
地
区
の
区
長
、
学
識
経
験
者

か
ら
な
る
「
岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電
に
関

答問答問

す
る
研
究
会
」
の
今
後
の
予
定
は
。

	

９
月
に
一
般
市
民
へ
の
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
。
10
月
に
近
隣
地
域
の
小
学
校

答

で
勉
強
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
　

洋
上
風
力
発
電
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
基

地
が
村
上
市
に
で
き
れ
ば
、
地
域
振
興
に

プ
ラ
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

	

地
球
温
暖
化
対
策
と
同
時
に
地
域
経

済
の
振
興
と
観
光
に
結
び
つ
き
、
活
性
化

の
起
爆
剤
と
な
り
ま
す
。
新
た
な
企
業
の

進
出
や
雇
用
の
創
出
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
　

村
上
市
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る

対
策
と
し
て
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
を

制
定
し
、
中
小
企
業
を
支
援
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

	

現
在
、
商
工
観
光
課
に
お
い
て
他
市

条
例
等
を
研
究
し
、
制
定
に
向
け
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問答問答

洋上風力発電（茨城県神栖市内）除雪車等の格納庫（山辺里）
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一　

般　

質　

問　
⑸

保
育
も
学
校
教
育
課
の
所
管
で

　
　

質
の
高
い
保
育
を
実
施
す
る
こ
と
や

将
来
、
モ
ラ
ル
の
高
い
社
会
人
を
育
て
る

た
め
に
も
、
幼
児
保
育
と
幼
児
教
育
は
学

校
教
育
課
で
所
管
し
た
方
が
良
い
の
で
は

な
い
で
す
か
。

	

現
体
制
は
中
学
校
区
単
位
に
「
幼

保
・
小
・
中
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

幼
児
期
と
小
学
校
と
の
円
滑
な
接
続
を

目
指
し
、
幼
児
の
交
流
活
動
、
小
学
校
教

問答

員
・
校
長
に
よ
る
保
育
参
観
、
保
育
士
・

園
長
に
よ
る
授
業
参
観
、
校
長
・
園
長
と

の
情
報
交
換
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在

は
行
動
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

保
育
も
福
祉
課
で
な
く
、
教
育
委
員

会
の
体
制
で
、
幼
児
教
育
を
取
り
入
れ
、

人
間
性
の
こ
と
を
考
え
て
指
導
し
た
方
が

将
来
、
す
ば
ら
し
い
社
会
人
に
な
る
の
で

は
な
い
で
す
か
。

　

食
育
に
つ
い
て
も
、
今
回
、
村
上
小
学

問

	

食
育
を
は
じ
め
、
生
活
習
慣
を
確
立

す
る
の
は
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
行
動
連

携
の
中
で
十
分
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
番
大
事
な
と
こ
ろ
は
、
文
部
科
学
省

が
今
進
め
て
い
る
３
つ
の
自
立
、
幼
児
期

か
ら
学
び
の
自
立
・
生
活
上
の
自
立
・
精

神
的
な
自
立
、
こ
の
３
つ
を
し
っ
か
り
育

て
て
い
く
た
め
に
円
滑
な
接
続
が
必
要
で

す
。

　

今
、
文
部
科
学
省
で
は
６
・
３
制
の
見

直
し
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
動
向
を

踏
ま
え
な
が
ら
今
後
、
保
育
園
も
学
校
教

育
課
で
所
管
す
る
こ
と
を
考
え
る
時
期
が

く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答

校
が
ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー
ル
事
業
の
モ

デ
ル
校
に
な
り
ま
し
た
が
、
義
務
教
育
か

ら
で
は
遅
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

幼児保育と学校教育の連携を

尾形　修平 議員

か
」
と
の
問
い
に
、
市
長
か
ら
は
制
度
の

趣
旨
と
異
な
る
の
で
積
極
的
な
返
礼
は
控

え
る
と
の
答
弁
で
し
た
。
県
内
20
市
の
う

ち
実
施
し
て
な
い
の
は
４
市
だ
け
で
、
ト

ッ
プ
の
十
日
町
市
が
２
４
９
１
件
で
６
２

１
５
万
円
、
村
上
市
は
13
件
で
１
０
５
万

５
千
円
で
し
た
。
自
主
財
源
の
落
ち
込
む

中
、
ま
た
地
域
の
特
産
品
の
販
路
拡
大
の

手
段
と
し
て
実
施
を
お
願
い
し
た
い
が
い

か
が
で
す
か
。

	

市
内
関
係
者
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、

物
産
振
興
や
地
域
活
性
化
の
面
か
ら
も
検

討
を
指
示
し
ま
し
た
。

答

日
沿
道
整
備
に
市
の
方
針
は

ふ
る
さ
と
納
税
で
市
Ｐ
Ｒ
を

　
　

日
沿
道
整
備
が
予
想
以
上
に
進
ん
で

い
ま
す
が
、
市
と
し
て
の
整
備
計
画
は
ま

と
ま
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

	

現
時
点
で
全
体
計
画
は
ま
と
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
庁
内
に
専
門
の
部
署
を
設

け
、
事
業
進
捗
に
遅
れ
が
出
な
い
よ
う
に

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

国
土
交
通
省
の
方
針
が
転
換
さ
れ
、

無
料
区
間
で
も
「
道
の
駅
」
を
設
置
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

問答問

具
体
的
な
内
容
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。

	

「
道
の
駅
」
が
地
方
創
生
の
拠
点
と

な
る
べ
く
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
モ
デ
ル

化
し
、
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国

土
交
通
省
・
観
光
庁
な
ど
関
係
機
関
が
連

携
し
て
総
合
的
な
支
援
を
行
う
事
業
で
あ

る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　
　

昨
年
の
一
般
質
問
で
「『
ふ
る
さ
と

納
税
』
に
関
し
、
全
国
他
市
町
村
で
行
っ

答問

て
い
る
よ
う
に
、
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た

方
に
対
し
て
地
域
の
特
産
品
を
返
礼
す
る

制
度
を
本
市
で
も
実
施
す
る
考
え
は
な
い

地域の特産品「村上木彫堆朱」
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市所有のマイクロバス

一　

般　

質　

問　
⑹

市
所
有
バ
ス
を
市
民
の
た
め
に

　
　

市
で
は
、
市
所
有
バ
ス
の
新
た
な
運

行
規
程
を
策
定
中
で
す
が
、
市
民
の
今
ま

で
の
利
便
性
を
損
な
わ
な
い
内
容
に
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

	

市
が
所
有
す
る
バ
ス
は
、
道
路
運
送

法
上
は
自
家
用
バ
ス
と
な
り
、
行
政
目
的

の
た
め
に
市
が
主
催
・
共
催
す
る
行
事
や

事
業
に
使
用
す
る
も
の
で
、
行
政
目
的
以

外
で
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
ま
で
の

利
用
実
態
に
配
慮
し
つ
つ
、
法
令
の
範
囲

問答

内
で
適
正
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
進
め
ま

す
。

　
　

各
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
自
主

事
業
は
、
も
と
も
と
行
政
側
が
主
催
し
実

施
し
て
い
た
も
の
で
す
が
、
市
の
主
催
・

共
催
事
業
外
と
さ
れ
て
バ
ス
が
利
用
で
き

な
く
な
る
の
は
、
市
長
が
市
民
の
利
便
性

を
損
な
わ
ず
運
行
規
定
を
策
定
す
る
と
し

た
こ
と
に
反
す
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

	
市
所
有
バ
ス
の
利
用
が
多
く
な
っ
て

問答

い
る
こ
と
か
ら
、
緑
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
を

持
つ
業
者
の
バ
ス
利
用
を
お
願
い
し
な
が

ら
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　

市
所
有
バ
ス
を
新
た
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
所
有
さ
せ
、
運
転
業
務
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
委
託
し
、
通
学
や
市
民
活
動
で
利
用
す

る
よ
う
な
運
行
シ
ス
テ
ム
は
、
市
内
観
光

業
者
と
も
競
合
せ
ず
、
多
く
の
市
民
活
動

で
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
市
と
し
て
早
急
に
協
議
会
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

	

一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
同
業
者
と
の
競
合
問
題
や
道
路
運
送

法
な
ど
課
題
が
解
消
で
き
る
か
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問答

子
育
て
支
援
と
高
齢
者
見
守
り
向
上
を

災
害
対
応
用
高
所
作
業
車
の
導
入
を

　
　

村
上
市
の
人
口
減
少
を
い
か
に
食
い

止
め
る
か
。
そ
の
手
だ
て
の
一
つ
に
若
い

子
育
て
世
代
の
支
援
に
行
政
と
し
て
ど
う

取
り
組
む
か
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

若
い
両
親
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
夫
婦
共
稼

ぎ
を
強
い
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
も
の
と

承
知
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
０
～
２

歳
児
ま
で
の
受
け
入
れ
施
設
や
下
校
し
て

も
保
護
者
が
留
守
が
ち
な
児
童
の
放
課
後

対
策
な
ど
が
行
政
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
私

問

は
子
育
て
支
援
を
推
進
す
る
た
め
の
受
け

入
れ
態
勢
整
備
が
急
務
と
考
え
ま
す
。
子

育
て
支
援
を
進
め
る
に
は
安
定
し
た
職
員

の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
正
規
職
員
の
配

置
割
合
と
有
資
格
者
の
配
置
割
合
の
改
善
、

さ
ら
に
臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
が
必
要
と

考
え
お
尋
ね
し
ま
す
。

	

保
育
の
質
の
向
上
の
た
め
、
保
育
士

の
確
保
や
処
遇
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

見
守
り
が
必
要
な
高
齢
者
の
た
め
の

答問

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
消
防
署
の
業
務
か

ら
切
り
離
し
て
民
間
企
業
に
委
託
し
、
見

守
り
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
充
を
図
る
と
同

時
に
消
防
業
務
の
向
上
に
努
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
お
尋
ね
し
ま
す
。　

	

消
防
業
務
は
複
雑
多
様
化
し
て
お
り
、

高
齢
者
見
守
り
事
業
は
民
間
委
託
を
含
め

見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

　
　

消
防
機
材
の
配
備
な
ど
の
問
題
で
被

害
が
大
き
く
な
る
不
安
を
無
く
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
際
、
狭
い
道
路
沿
い
な

ど
に
立
ち
並
ぶ
中
高
層
建
造
物
に
対
応
す

る
「
中
型
の
高
所
作
業
車
」
の
導
入
を
図

る
べ
き
と
考
え
お
尋
ね
し
ま
す
。　

	

消
防
用
高
所
作
業
車
は
消
火
と
救
助

活
動
が
同
時
に
行
え
る
車
両
と
な
り
ま
す

の
で
、
今
後
十
分
検
討
し
ま
す
。

答問答

頼りにされる子育て支援（山辺里子育て支援センター）
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一　

般　

質　

問　
⑺

朝
日
み
ど
り
の
里
の
将
来
像
は

ス
キ
ー
場
の
ト
イ
レ
整
備
を

　
　

朝
日
み
ど
り
の
里
は
、
市
の
施
設
と

し
て
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
を
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

	

物
産
館
・
農
産
物
直
売
所
・
食
堂
に

加
え
、
宿
泊
や
温
泉
な
ど
の
休
養
施
設
の

あ
る
総
合
的
な
「
道
の
駅
」
で
あ
り
、
朝

日
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ン
や
鈴
ケ
滝
な
ど
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
の
玄
関
口
に
も
な
っ
て
い
て
、

ま
さ
に
本
市
の
重
要
な
観
光
交
流
拠
点
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

　
　

日
沿
道
延
伸
を
視
野
に
入
れ
た
朝
日

み
ど
り
の
里
一
帯
の
整
備
計
画
、
通
過
地

と
な
ら
な
い
た
め
の
魅
力
あ
る
施
設
と
す

る
た
め
の
対
策
を
早
急
に
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
で
す
か
。

	

本
市
が
通
過
地
と
な
ら
な
い
た
め
に

も
、
地
域
の
整
備
計
画
を
急
ぐ
必
要
が
あ

り
、
い
か
に
迅
速
で
効
果
的
な
整
備
が
可

能
な
の
か
国
・
県
と
の
協
議
・
調
整
を
行

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
地
元

問答

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
地
元
と
行
政
の

協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
方
向
性
を
早

急
に
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

蒲
萄
ス
キ
ー
場
へ
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

ハ
ー
フ
パ
イ
プ
設
置
を
検
討
す
る
と
の
市

長
発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
経

過
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

	

庁
内
で
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
設
置
場
所
や
維
持
管
理
等
に
つ
い
て

さ
ら
に
研
究
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　

ス
キ
ー
授
業
実
施
校
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
女
性
用
ト
イ
レ
の
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
対
策
を
考
え
て
い
ま

す
か
。

	

今
年
度
は
物
置
と
な
っ
て
い
る
以
前

の
ト
イ
レ
を
修
繕
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
、
来
年
度
に
本
格
的
に
工
事
を
行
い

整
備
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

問答問答

コンパクトな二人乗り自転車タクシーがいいですね。将来に向けて整備が必要な「朝日みどりの里」

姫路　敏 議員

え
て
い
る
団
体
が
あ
れ
ば
、
活
性
化
支
援

補
助
金
な
ど
に
よ
る
支
援
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

最
近
で
は
横
浜
の
中
華
街
で
も
走
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
自
転
車
タ
ク
シ
ー
は
究

極
の
エ
コ
車
両
で
あ
り
、
ペ
ダ
ル
と
合
わ

せ
て
駆
動
は
電
動
式
と
な
っ
て
お
り
、
高

齢
者
で
も
運
転
が
可
能
で
す
。
ご
指
摘
の

あ
る
よ
う
に
採
算
面
で
の
問
題
も
あ
り
ま

す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
市
が
主
導
的
な
立
場

と
な
り
、
実
現
に
向
け
、
福
祉
へ
の
利
用

も
含
め
て
関
係
機
関
や
大
学
と
の
研
究
・

連
携
に
つ
い
て
検
討
し
ま
せ
ん
か
。

	

必
要
か
ど
う
か
も
踏
ま
え
、
関
係
者

と
話
し
合
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

問答

観
光
促
進
に
自
転
車
タ
ク
シ
ー
を

　
　

城
下
町
村
上
の
観
光
は
、
町
屋
の
散

策
な
ど
を
メ
イ
ン
と
し
て
、
歩
く
観
光
に

脚
光
が
浴
び
て
い
ま
す
。
健
康
な
方
々
は

十
分
楽
し
め
ま
す
が
、
足
腰
の
弱
い
方
な

ど
歩
く
こ
と
を
苦
手
と
し
て
い
る
方
に
は

向
か
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ
こ
で
城

下
町
村
上
の
観
光
に
自
転
車
タ
ク
シ
ー
を

導
入
し
て
、
別
な
角
度
か
ら
賑
わ
い
を
演

出
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

	

自
転
車
タ
ク
シ
ー
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

問答

が
観
光
ガ
イ
ド
と
な
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
案

内
す
る
こ
と
が
で
き
る
上
、
観
光
施
設
が

集
中
し
比
較
的
狭
い
範
囲
の
周
遊
手
段
に

適
し
た
乗
り
物
だ
と
い
え
る
こ
と
か
ら
、

観
光
地
で
は
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

多
々
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
自
転
車

タ
ク
シ
ー
は
悪
天
候
時
の
運
行
に
課
題
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
事
業
採
算
面
で
も

難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
運
転
者

は
普
通
自
動
車
免
許
や
自
動
二
輪
免
許
を

持
っ
て
い
れ
ば
運
転
で
き
る
た
め
、
民
間

団
体
で
も
参
入
し
や
す
い
事
業
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
取
り
組
み
を
考
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一　

般　

質　

問　
⑻

岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電
の
推
進
を

サ
ッ
カ
ー
団
体
か
ら
の
陳
情
は

　
　

去
る
８
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
岩
船

沖
洋
上
風
力
発
電
に
関
す
る
研
究
会
に
お

い
て
、
そ
の
導
入
を
積
極
的
に
推
進
す
べ

き
と
の
結
論
に
至
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
議
会
と
し
て
も
推
進
に
協
力
す

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

	

岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電
の
実
現
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
地
域
経
済
の
振
興
お
よ
び
観
光
に

問答

結
び
つ
き
、
本
市
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し

て
有
効
な
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

研
究
会
の
結
論
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

今
後
は
、
漁
業
関
係
者
お
よ
び
地
域
の
関

係
者
な
ら
び
に
市
民
の
理
解
と
協
力
の
も

と
、
岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電
の
導
入
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

６
月
定
例
会
で
サ
ッ
カ
ー
団
体
か
ら

の
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
建
設
の
陳
情
が
願

意
了
承
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
対
応

問

ン
ド
建
設
の
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ

の
後
同
協
会
の
ご
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、

サ
ッ
カ
ー
以
外
に
も
広
く
ご
利
用
を
い
た

だ
け
る
よ
う
、
既
存
施
設
を
改
修
す
る
方

向
で
、
適
地
の
選
定
、
必
要
な
規
模
・
設

備
、
事
業
費
等
の
把
握
の
た
め
、
市
内
施

設
の
点
検
や
、
他
市
の
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
視
察
を
行
う
な
ど
の
調
査
、
検
討
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
以
前

か
ら
同
協
会
や
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
な
ど
、
関
係
団
体
か
ら
要
望
を
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
「
朝
日
み
ど
り
の
里
屋
根

付
多
目
的
広
場
」
の
人
工
芝
化
に
つ
き
ま

し
て
は
、
年
度
内
の
完
成
を
目
指
し
、
現

在
改
修
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
状
を
よ
く
調
べ
改
善
を

　
　

村
上
地
区
の
都
市
計
画
道
路
指
定
以

来
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
道
路
の
整
備
や
変

更
等
の
歩
み
の
概
要
を
伺
い
ま
す
。

	

昭
和
25
年
の
「
北
線
」
の
決
定
か
ら

始
ま
り
、
昭
和
36
年
に
ほ
ぼ
現
在
の
指
定

道
路
網
の
決
定
を
し
、
そ
の
後
い
く
つ
か

の
路
線
変
更
や
整
備
を
し
て
今
日
に
至
っ

て
い
る
の
が
概
要
で
す
。

　
　

市
都
市
計
画
指
定
道
路
の
う
ち
約
半

世
紀
以
上
も
道
路
指
定
し
な
が
ら
、
全
く

問答問

未
着
手
の
道
路
（
例
え
ば
塩
町
～
飯
野
二

丁
目
の
傘
松
宇
左
エ
門
線
）
等
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
経
過
や
手
立
て
を
と
っ

て
き
ま
し
た
か
。

	

20
年
以
上
の
長
期
未
着
手
道
路
の
精

査
を
用
途
地
域
等
の
見
直
し
作
業
と
並
行

し
て
行
い
、
23
〜
24
年
度
に
作
業
を
終
え

ま
し
た
が
、
高
速
道
路
の
事
業
進
行
に
伴

い
こ
れ
を
最
優
先
業
務
と
し
て
取
り
組
ん

だ
結
果
、
対
応
で
き
か
ね
て
い
ま
す
。

答

　
　

長
い
間
に
道
路
状
況
が
変
わ
っ
た
の

に
道
路
指
定
解
除
も
な
く
、
規
制
を
か
け

た
ま
ま
の
状
態
に
あ
る
傘
松
宇
左
エ
門
線

問

で
は
傷
ん
だ
側
溝
の
蓋
の
部
分
を
歩
く
等

の
危
険
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
改
善

へ
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

	

高
度
成
長
期
に
作
ら
れ
た
都
市
計
画

道
路
指
定
で
あ
り
、
そ
の
後
変
更
や
整
備

等
の
経
過
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
る
程
度
の

も
の
は
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
現
状
は

い
ろ
い
ろ
把
握
し
て
い
ま
す
が
、
現
状
に

合
わ
な
い
箇
所
も
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、

も
う
一
度
実
状
を
把
握
し
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
な
ど
の
必
要
な
部
分
も
見

込
ん
で
、
修
正
作
業
や
住
民
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
得
な
が
ら
対
応
す
る
時
期
に
き
て

い
る
と
考
え
ま
す
。

答

酒田港洋上風力発電視察（岩船商工業会と同行）傷みの激しい都市計画指定道路（飯野地内）

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

	

本
年
５
月
に
、
村
上
市
サ
ッ
カ
ー
協

会
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
人
工
芝
グ
ラ
ウ

答
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一　

般　

質　

問 

⑼

恥
ず
か
し
い
、
雑
草
で
汚
れ
た
村
上

認
知
症
も
障
害
者
手
帳
の
対
象

　
　

６
月
議
会
で
「
道
路
脇
の
雑
草
や
枯

葉
で
ま
ち
が
汚
い
。
対
策
を
」
の
質
問
に

市
長
は
、「
英
知
を
結
集
し
横
断
的
な
取

り
組
み
で
美
し
い
町
並
み
を
つ
く
り
守
ら

な
け
れ
ば
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

村
上
大
祭
、
お
盆
、
屏
風
ま
つ
り
と
賑
わ

っ
て
い
る
の
に
対
策
は
と
ら
れ
ず
、
雑
草

は
伸
び
放
題
。
集
水
桝
か
ら
は
30
㎝
も
草

が
伸
び
土
砂
で
詰
ま
っ
て
い
て
、
こ
れ
で

消
雪
パ
イ
プ
の
水
は
流
れ
る
の
で
し
ょ
う

問

か
。
観
光
客
の
通
る
道
路
は
草
ぼ
う
ぼ
う
。

ま
ち
の
美
化
は
担
当
課
だ
け
の
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
観
光
で
生
き
る
ま
ち
が
汚

い
ま
ち
で
も
平
気
で
い
ら
れ
る
の
は
、
市

全
体
で
方
針
を
持
っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

各
課
が
自
覚
と
責
任
を
持
つ
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

	

市
民
協
働
の
美
化
運
動
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

　
　

認
知
症
（
重
度
）
の
方
は
精
神
障
害

答問

の
一
つ
と
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
へ

の
周
知
を
分
か
り
や
す
く
改
善
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

	

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

状
況
は
平
成
25
年
度
末
で
、
１
級
53
人
、

２
級
２
５
１
人
、
３
級
25
人
で
合
計
３
２

９
人
、
新
規
手
帳
取
得
者
は
24
人
で
す
。

分
か
り
や
す
い
周
知
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

　
　

村
上
市
総
合
計
画
で
は
、
豊
か
で
活

力
が
あ
り
、
ひ
と
が
輝
き
集
う
優
し
さ
の

ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り

は
人
づ
く
り
、
職
員
の
意
識
向
上
と
政
策

能
力
向
上
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
国
内
研

修
の
予
算
化
を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

	

来
年
度
か
ら
の
実
施
を
検
討
し
ま
す
。

答問答

者
保
健
福
祉
手
帳
の
対
象
に
な
り
、
税
金

の
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
厚
生
労
働

省
の
説
明
で
も
認
知
症
は
、
精
神
障
が
い

こんなでいいの、観光のまち

竹内喜代嗣 議員

命
の
源
、
給
水
の
安
全
を

　
　

荒
川
上
流
に
ご
み
処
理
場
が
解
体
さ

れ
ず
に
残
っ
て
い
る
の
は
問
題
で
す
。
洪

水
時
に
有
害
物
が
流
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
で
す
。

　

国
の
補
助
措
置
も
決
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
な
の
で
早
急
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

	

26
年
度
か
ら
公
共
施
設
等
の
除
却
に

つ
い
て
も
地
方
債
を
認
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
適
用
も
合
わ
せ
、
早

問答

期
の
解
体
実
施
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

　
　

岩
船
沖
に
展
開
し
た
い
と
す
る
民
間

主
導
の
洋
上
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
国
営
石
油
会
社
が
洋

上
風
力
発
電
を
国
内
で
展
開
し
、
日
立
造

船
と
提
携
し
て
東
日
本
に
２
０
１
５
年
に

も
着
工
」
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岩
船
沖
に
導
入
を
進
め
る
洋
上
風
力
発

電
は
、
風
車
を
海
底
に
固
定
す
る
着
床
式

問

荒川上流に残る旧荒川郷ごみ処理場

の
影
響
を
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
調
査
項

目
に
入
れ
る
よ
う
に
で
き
な
い
で
す
か
。

	

そ
れ
ら
の
懸
念
事
項
は
、
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
で
調
査
予
定
で
す
。

　
　

洋
上
風
力
発
電
を
推
進
す
る
に
も
日

本
の
法
整
備
が
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
法
律
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
法
整

備
も
注
視
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

	

建
設
が
計
画
さ
れ
る
一
般
海
域
は
所

管
省
庁
が
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
法
整

備
に
は
時
間
が
か
か
る
の
で
、
こ
の
事
業

が
先
例
と
な
り
法
整
備
が
な
さ
れ
て
く
る

と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

答問答

と
い
う
構
造
で
す
が
、
懸
念
さ
れ
る
事
項

が
あ
り
慎
重
に
進
め
る
べ
き
で
す
。

　

塩
谷
の
海
岸
浸
食
へ
の
影
響
や
漁
業
へ



間
へ
の
貸
出
し
と
な
る
と
耐
震
へ

の
対
応
が
必
要
と
な
り
、
新
し
く

建
て
る
よ
り
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。

◆
情
報
通
信
事
業
特
別
会
計

◆
土
地
取
得
特
別
会
計

◆
情
報
通
信
事
業
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

26
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

25
年
度 

特
別
会
計
決
算

委
員
会
の
審
査
報
告
⑴

◎
小
杉　

和
也 

○
渡
辺　
　

昌

　

鈴
木
い
せ
子 　

大
滝　

国
吉

　

冨
樫
宇
栄
一 　

佐
藤　

重
陽

　

川
崎　

健
二 　

三
田　

敏
秋

　

滝
沢　

武
司

総
務
文
教

　
常
任
委
員
会

※	

委
員
会
の
審
査
報
告
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
に
基
づ
い
て
、
広
報
特
別
委
員

会
で
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
審
査
報
告

◎
は
委
員
長

○
は
副
委
員
長

◆�

村
上
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
　
　

祭
礼
や
花
火
大
会
な
ど
人
出

予
想
が
10
万
人
を
超
え
、
か
つ
露

店
等
が
１
０
０
軒
を
超
え
る
大
規

模
な
催
し
で
の
火
災
予
防
を
図
る

も
の
で
す
が
、
当
市
に
は
対
象
と

な
る
催
し
は
あ
り
ま
す
か
。

	

現
在
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

後
、
本
市
で
も
人
出
予
想
が
10
万

人
を
超
え
る
催
し
の
可
能
性
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
県
内
で
は
、
新
潟

の
蒲
原
祭
、
白
根
凧
合
戦
、
長
岡

花
火
、
高
田
城
観
桜
会
等
が
該
当

し
ま
す
。

問答

　
　

村
上
大
祭
の
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

	

露
店
は
約
２
８
０
軒
、
人
出

は
２
万
８
５
０
０
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
露
店
が
出
店
し
た
時
点
で

立
入
検
査
を
行
い
、
消
火
器
が
配

備
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
安
全
確
認

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問答

【
歳
出
】

・
教
育
費

　
　

多
く
の
学
校
が
ス
キ
ー
授
業

を
実
施
す
る
に
は
、
財
政
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

教
育
委
員
会
は
ス
キ
ー
場
活
用
の

方
向
性
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
で

す
か
。

	

学
校
事
業
で
あ
り
全
部
の
学

校
と
い
う
の
は
無
理
か
と
思
い
ま

す
が
、
と
り
あ
え
ず
今
実
施
し
て

い
る
学
校
に
つ
い
て
は
継
続
で
き

26
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問答

ス
キ
ー
授
業
の
方
針
を
明
確
に

な
い
子
ど
も
に
は
、

ス
キ
ー
場
の
方
で
用

意
し
て
対
応
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
　

県
の
「
新
潟
っ

子
ス
キ
ー
体
験
拡
大

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
」

の
助
成
に
よ
り
、
今

年
度
、
ス
キ
ー
授
業

を
行
う
学
校
は
ど
こ

で
す
か
。

	

今
年
度
が
３
年

目
と
な
る
神
納
小
と

平
林
小
、
２
年
目
の

問答

奥三面遺跡の発掘品が保管されている旧茎太小学校

上
海
府
小
、
今
年
度
が
初
め
て
と

な
る
瀬
波
小
、
神
納
東
小
、
山
北

北
小
の
合
計
６
校
で
す
。
同
事
業

は
３
年
が
限
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

施
設
の
現
状
に
も
よ
り
ま
す

が
、
廃
校
と
な
っ
た
旧
校
舎
の
建

物
な
ど
を
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
施
設
や

介
護
施
設
な
ど
に
活
用
し
た
り
、

あ
る
い
は
民
間
へ
の
貸
出
し
な
ど

は
で
き
ま
せ
ん
か
。

	

活
用
に
つ
い
て
は
地
域
の
要

望
を
第
一
に
し
て
い
ま
す
が
、
無

け
れ
ば
行
政
の
中
で
調
整
し
て
物

置
な
ど
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
民

問答

多くの人出でにぎわう村上大祭の露店

る
よ
う
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　

ス
キ
ー
授
業
に

お
い
て
、
用
具
を
揃

え
る
な
ど
、
保
護
者

の
経
済
的
な
負
担
が

大
き
い
の
で
は
な
い

で
す
か
。

	

レ
ン
タ
ル
ス
キ

ー
と
レ
ン
タ
ル
ウ
エ

ア
の
借
上
料
を
予
算

付
け
し
て
い
ま
す
。

用
具
等
を
持
っ
て
い

問答
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（ ）13 むらかみ市議会だより



委
員
会
の
審
査
報
告
⑵

◎
本
間　

清
人 
○
板
垣
千
代
子

　

小
林　

重
平 　

長
谷
川　

孝

　

相
馬　

エ
イ 　

大
滝　

久
志

　

木
村　

貞
雄 　

小
池　
　

晃

　

板
垣　

一
徳

市
民
厚
生

　
常
任
委
員
会

◆�

村
上
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　

軽
自
動
車
税
の
改
正
は
年
度

に
よ
っ
て
違
う
よ
う
で
す
が
、
ど

の
よ
う
に
変
わ
る
の
で
す
か
。

	

27
年
４
月
１
日
改
正
で
す
が
、

新
し
い
税
率
が
す
ぐ
に
適
用
さ
れ

る
の
は
、
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車

を
除
い
た
軽
自
動
車
で
す
。

◆�

村
上
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

　
　

東
日
本
大
震
災
に
関
し
て
の

文
言
が
削
除
さ
れ
た
の
は
ど
う
し

て
で
す
か
。

	

規
定
そ
の
も
の
は
地
方
税
法

に
は
残
っ
て
お
り
、
条
例
で
規
定

す
る
必
要
が
な
い
の
で
削
除
と
な

り
ま
す
。

◆�

村
上
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

問答問答

条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第

34
条
第
２
項
と
、
第
46
条
第
２
項

に
基
づ
い
て
と
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

	

第
34
条
第
２
項
は
、
特
定
教

育
・
保
育
施
設
の
設
置
者
は
市
町

村
の
条
例
に
定
め
る
特
定
教
育
、

保
育
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
第
46
条
第
２
項
に
つ
い

て
は
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者

は
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
に
従
い
、
特
定
地
域
型
保

問答

工
事
で
す
の
で
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
　

交
通
安
全
対
策
費
の
工
事
請

負
費
の
駅
前
第
２
駐
輪
場
は
ど
の

場
所
で
す
か
。

	

Ｊ
Ａ
に
い
が
た
岩
船
の
前
の

場
所
で
す
。

・
清
掃
費

　
　

測
量
設
計
等
委
託
料
を
詳
し

く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

	

荒
川
地
区
の
金
屋
に
以
前
か

ら
使
用
し
て
い
ま
し
た
土
砂
の
仮

置
き
場
が
あ
り
、
出
入
口
が
現
地

と
公
図
で
違
う
こ
と
が
判
明
し
ま

問答問答

　
　

新
ご
み
処
理
場
の
建
設
予
算

に
、
埋
設
物
の
処
理
料
を
計
上
し

な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
説
明
し

て
く
だ
さ
い
。

	

新
ご
み
処
理
場
建
設
費
は
交

付
金
事
業
で
あ
り
、
処
理
費
は
含

ま
れ
な
い
の
で
補
正
で
お
願
い
し

ま
し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　

収
納
推
進
員
が
国
民
健
康
保

険
で
は
１
人
、
市
税
で
は
３
人
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
金
額
的
に
は

変
わ
ら
な
い
の
で
成
果
的
に
は
ど

う
な
の
で
す
か
。

	

予
算
上
で
は
収
納
推
進
員
が

一
般
会
計
で
は
３
人
、
特
別
会
計

で
は
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
４
人
で
収
納
用
務
に
当

た
り
ま
す
。

◆
条
例
制
定　
１
件

◆�

国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会

計
◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

問答25
年
度 

特
別
会
計
決
算

問答25
年
度 

特
別
会
計
決
算

地
域
の
子
育
て
、
一
層
の
充
実
を

は
、
そ
れ
ぞ
れ
10
人
程
度
だ
と
思

い
ま
す
が
実
数
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

【
歳
出
】

・
総
務
費

　
　

岩
船
地
内
に
建
設
中
の
看
護

学
校
の
近
く
に
設
置
す
る
防
犯

灯
・
街
路
灯
の
本
数
と
総
事
業
費

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

	

県
の
方
で
国
道
３
４
５
号
の

い
わ
く
す
の
里
か
ら
建
設
中
の
看

護
学
校
ま
で
の
間
に
道
路
照
明
灯

を
設
置
、
５
カ
所
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
事
業
費
に
つ
い
て
は
県
の

26
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問答

育
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
あ
り
ま
す
。

◆�

村
上
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　

本
条
例
に
該
当
す
る
施
設
は
、

２
件
だ
と
思
い
ま
す
が
、
児
童
数

は
何
人
で
す
か
。

	

本
条
例
に
該
当
す
る
の
は
、

小
規
模
保
育
事
業
所
で
あ
り
大
欠

に
あ
る
「
ゆ
り
か
ご
保
育
園
」
と
、

天
神
岡
に
あ
る
「
託
児
所
マ
イ
マ

イ
」
の
２
件
で
す
。
な
お
児
童
数

問答

し
た
の
で
、
登
記
を
す
る
た
め
測

量
を
す
る
も
の
で
す
。

　
　

ご
み
処
理
場
経
費
に
つ
い
て
、

ご
み
の
埋
設
物
の
処
理
で
す
が
近

隣
住
民
は
知
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

当
時
の
経
過
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

	

当
時
は
板
屋
越
の
最
終
処
分

場
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
埋
め
て

お
く
つ
も
り
で
し
た
が
、
違
法
性

も
な
い
こ
と
か
ら
埋
め
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
新
ご

み
処
理
場
の
建
設
の
際
に
は
処
分

し
て
ほ
し
い
と
の
条
件
が
あ
り
処

分
す
る
も
の
で
す
。

問答

ごみ処理場敷地内の残さを処分

平成26年11月15日発行　第33号
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◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
　

市
道
認
定
の
条
件
は
、
道
路

幅
員
４
ｍ
以
上
、
延
長
概
ね
50
ｍ

以
上
で
す
が
、
道
路
延
長
が
20
ｍ

く
ら
い
で
も
、
民
家
が
建
て
込
ん

で
い
て
利
用
頻
度
が
高
い
箇
所
の

場
合
は
、
認
定
基
準
を
見
直
せ
な

い
で
す
か
。

	

延
長
20
ｍ
く
ら
い
を
見
直
す

と
対
象
が
多
く
な
り
す
ぎ
、
維
持

管
理
上
も
困
難
と
な
る
こ
と
か
ら
、

延
長
概
ね
50
ｍ
の
認
定
基
準
は
崩

せ
ま
せ
ん
。

【
歳
出
】

・
農
林
水
産
費

　
　

農
地
中
間
管
理
機
構
の
現
状

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

	

市
と
機
構
の
委
託
を
受
け
、

受
け
手
と
し
て
２
１
７
の
経
営
体

に
、
23
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
貸
付
す
る

問答26
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問答

た
め
の
説
明
会
を
10
月
末
に
行
い

ま
す
。

・
商
工
費

　
　

村
上
駅
、
坂
町
駅
、
岩
船
町

駅
の
開
業
１
０
０
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
は
何
を
や
る
の
で
す
か
。

	

村
上
駅
は
「
う
ま
さ
ぎ
っ
し

り
村
上
」
が
１
０
０
周
年
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
11

月
１
日
の
記
念
列
車
や
駅
前
で
の

歓
迎
イ
ベ
ン
ト
、
期
間
中
の
鮭
ラ

ン
チ
企
画
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
坂
町
駅
で
は
、
従
来

問答

◎
片
野　

鉄
雄 
○
川
村　

敏
晴

　

尾
形　

修
平 　

姫
路　
　

敏

　

平
山　
　

耕 　

山
田　
　

勉

　

齋
藤
信
一
郎 　

竹
内
喜
代
嗣

経
済
建
設

　
常
任
委
員
会

◆
蒲
萄
ス
キ
ー
場
特
別
会
計

　
　

昨
年
、
地
元
か
ら
借
地
料
に

つ
い
て
、
共
有
地
分
は
減
額
す
る

こ
と
に
協
力
し
た
い
と
の
提
案
が

な
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。

	

共
有
地
分
の
減
額
の
話
を
聞

い
て
い
ま
す
が
、
外
部
委
員
会
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
今
後
検
討
し

交
渉
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

ゲ
レ
ン
デ
の
草
刈
業
務
の
委

25
年
度 

特
別
会
計
決
算

問答問

市
道
認
定
基
準
概
ね
50
ｍ
は
崩
せ
な
い

委
員
会
の
審
査
報
告
⑶ の

き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

坂
町
駅
ま
で
延
長
す
る
計
画
で
す

し
、
岩
船
駅
で
は
、
11
月
１
日
に

記
念
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

・
土
木
費

　
　

山
北
道
の
駅
の
エ
ア
コ
ン
２

台
分
の
修
理
費
が
２
０
０
万
円
も

か
か
る
の
は
高
す
ぎ
る
の
で
は
な

い
で
す
か
。

	

西
日
の
入
る
２
部
屋
の
天
井

に
取
り
付
け
る
タ
イ
プ
で
、
12
・

５
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
冷
房
能
力
も
大

き
な
タ
イ
プ
で
あ
る
た
め
で
す
。

問答

託
先
が
猟
友
会
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
森
林
組
合
に
委
託
し
な
い
の

で
す
か
。

が
、
汚
泥
に
含
ま
れ
る
髪
の
毛
や

輪
ゴ
ム
な
ど
が
、
バ
イ
オ
プ
ラ
ン

ト
の
機
器
に
影
響
を
与
え
た
た
め

で
、
そ
の
改
善
に
は
か
な
り
の
経

費
が
掛
か
る
こ
と
か
ら
、
取
り
止

め
て
い
ま
す
。

　
　

循
環
型
社
会
を
目
指
し
、

国
・
県
の
補
助
も
出
て
、
他
の
自

治
体
か
ら
も
視
察
に
来
る
施
設
な

の
に
、
市
と
し
て
も
汚
泥
処
理
が

再
開
で
き
る
よ
う
一
緒
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

	

良
い
施
設
と
は
思
い
ま
す
が
、

機
器
が
外
国
製
で
高
額
な
の
で
、

１
０
０
％
補
助
す
る
わ
け
に
も
い

問答

か
ず
、
企
業
の
体
力
も
あ
り
、
今

後
の
状
況
を
見
な
が
ら
対
応
を
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

給
水
原
価
が
上
が
っ
て
い
る

原
因
は
何
で
す
か
。

	

配
水
管
の
修
繕
や
下
水
道
工

事
に
伴
っ
て
新
し
い
管
の
敷
設
を

し
た
た
め
で
す
。

　
　

石
綿
管
の
延
長
残
と
破
裂
事

例
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

	

現
在
12
㎞
く
ら
い
残
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
石
綿
管
の
破
裂
は

昔
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
近
年

は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。

◆
市
道
路
線
の
廃
止　
１
件

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た

25
年
度 

上
水
道
事
業
会
計
決
算

問答問答26
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

25
年
度 

特
別
会
計
決
算

	

以
前
は
地
元
の
方
々
に
頼
ん

で
人
夫
賃
金
を
払
っ
て
い
ま
し
た

が
、
対
応
で
き
な
く
な
り
、
猟
友

会
と
森
林
組
合
か
ら
見
積
書
を
徴

し
た
結
果
、
倍
以
上
の
差
が
付
い

た
の
で
、
猟
友
会
に
頼
み
ま
し
た
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　

汚
泥
処
理
を
㈱
開
成
に
委
託

す
る
の
を
止
め
た
理
由
は
何
で
す

か
。

	

当
初
は
㈱
開
成
の
バ
イ
オ
プ

ラ
ン
ト
で
処
理
を
し
て
い
ま
し
た

答問答

蒲萄スキー場のゲレンデ
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　平成26年第３回定例会が、９月９日から10月１日までの23日間の会期で開催され、市長提案35件、議会
側提案の請願２件、議員発議6件を議決しました。

第
３
回
定
例
会 

議
決
結
果

平成26年 第３回定例会 議決結果

議案審議結果
議案番号 事　　件　　名 結　果 表　決

請願第５号 政府による緊急の過剰米処理を求める請願 採択 全会一致

請願第６号 子ども医療費助成制度の拡充に関する請願書 採択 賛成多数

議員発議
第５号

学費と教育条件の公私間格差是正に向け、私学助
成の増額・拡充を求める意見書の提出について 原案可決 全会一致

議員発議
第６号

学費と教育条件の公私間格差是正に向け、私学助
成の増額・拡充を求める意見書の提出について 原案可決 全会一致

議員発議
第７号

軽度外傷性脳損傷に関わる周知及び労災認定基準
の改正などを要請する意見書の提出について 原案可決 全会一致

議員発議
第８号

政府による緊急の過剰米処理を求める意見書の提
出について 原案可決 全会一致

議員発議
第９号 JA改革に関する意見書の提出について 原案可決 全会一致

議員発議
第10号 岩船沖洋上風力発電事業の導入推進に関する決議 原案可決 賛成多数

報第13号 公益財団法人イヨボヤの里開発公社の経営状況の
報告について 報告 －

報第14号 公益財団法人山北産業振興公社の経営状況の報告
について 報告 －

報第15号 継続費精算の報告について(一般会計) 報告 －

報第16号 平成25年度決算に基づく健全化判断比率及び資
金不足比率の報告について 報告 －

報第17号 専決処分の報告について(専第25号　損害賠償　
大欠消防車両門柱接触破損事故) 報告 －

議第100号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて（細野忠行・再任） 同意 全会一致

議第101号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて（和田勝義・再任） 同意 全会一致

議第102号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて（伊藤えり子・新任） 同意 全会一致

議第103号 専決処分の承認を求めることについて（専第26号
　村上市税条例の一部を改正する条例制定について） 承認 全会一致

議第104号 専決処分の承認を求めることについて（専第27
号　村上市一般会計補正予算（第５号）） 承認 全会一致

議第105号 村上市火災予防条例の一部を改正する条例制定に
ついて 原案可決 全会一致

議第106号 村上市税条例等の一部を改正する条例制定につい
て 原案可決 賛成多数

議第107号 村上市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
制定について 原案可決 全会一致

議第108号 村上市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例制定について 原案可決 賛成多数

議案番号 事　　件　　名 結　果 表　決

議第109号 村上市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例制定について 原案可決 賛成多数

議第110号 村上市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例制定について 原案可決 賛成多数

議第111号 市道路線の認定について 原案可決 賛成多数

議第112号 市道路線の廃止について 原案可決 全会一致

議第113号 平成26年度村上市一般会計補正予算（第６号） 原案可決 賛成多数

議第114号 平成26年度村上市情報通信事業特別会計補正予
算（第２号） 原案可決 全会一致

議第115号 平成26年度村上市下水道事業特別会計補正予算
（第1号） 原案可決 全会一致

議第116号 平成26年度村上市集落排水事業特別会計補正予
算（第1号） 原案可決 全会一致

議第117号 平成25年度村上市一般会計歳入歳出決算認定に
ついて 認定 賛成多数

議第118号 平成25年度村上市土地取得特別会計歳入歳出決
算認定について 認定 賛成多数

議第119号 平成25年度村上市情報通信事業特別会計歳入歳
出決算認定について 認定 全会一致

議第120号 平成25年度村上市蒲萄スキー場特別会計歳入歳
出決算認定について 認定 全会一致

議第121号 平成25年度村上市国民健康保険特別会計歳入歳
出決算認定について 認定 賛成多数

議第122号 平成25年度村上市国民健康保険診療所特別会計
歳入歳出決算認定について 認定 全会一致

議第123号 平成25年度村上市後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算認定について 認定 賛成多数

議第124号 平成25年度村上市介護保険特別会計歳入歳出決
算認定について 認定 賛成多数

議第125号 平成25年度村上市下水道事業特別会計歳入歳出
決算認定について 認定 賛成多数

議第126号 平成25年度村上市集落排水事業特別会計歳入歳
出決算認定について 認定 賛成多数

議第127号 平成25年度村上市簡易水道事業特別会計歳入歳
出決算認定について 認定 賛成多数

議第128号 平成25年度村上市上水道事業会計決算認定につ
いて 認定 賛成多数

議第129号 平成26年度村上市一般会計補正予算（第７号） 原案可決 全会一致
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※１　可決　：　全員賛成または賛成多数により可決、同意、承認、認定、採択等と議決したもの
　　　否決　：　賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの
※２　議長は地方自治法第116条の規定により表決に参加しません。

議案番号

議決
結果
※１ 鷲ヶ巣会 清流会 市民クラブ 日本

共産党
市政
クラブ 高志会 凛政の風

村上未来
賛否
結果

特　
　

記

◎ ＊ ※2 ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊

賛　
　

成

反　
　

対

大
滝　

久
志

鈴
木
い
せ
子

板
垣　

一
徳

片
野　

鉄
雄

山
田　
　

勉

大
滝　

国
吉

木
村　

貞
雄

渡
辺　
　

昌

三
田　

敏
秋

平
山　
　

耕

小
林　

重
平

川
崎　

健
二

滝
沢　

武
司

冨
樫
宇
栄
一

小
池　
　

晃

本
間　

清
人

相
馬　

エ
イ

竹
内
喜
代
嗣

川
村　

敏
晴

小
杉　

和
也

佐
藤　

重
陽

尾
形　

修
平

齋
藤
信
一
郎

長
谷
川　

孝

姫
路　
　

敏

板
垣
千
代
子

請願第６号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 24 1

議員発議第10号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

議第106号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

議第108号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

議第109号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

議第110号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

議第111号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 1

議第113号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

議第117号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

議第118号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 24 1

議第121号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

議第123号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

議第124号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

議第125号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

議第126号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

議第127号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

議第128号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 2

◎：会派の代表者　＊：会派の会計責任者　
各議員の賛否 賛否が分かれた等の右表の網掛けの議案等について、議員の賛否を公表します。

請願の審議結果
件　　　　　名 請　　　願　　　者 紹介議員の氏名 付託委員会 審議結果

政府による緊急の過剰米処理を求める請願 農民運動新潟県連合会
	 会長　鶴　巻　純　一 三田　敏秋 経	済	建	設

常任委員会 採　　択

子ども医療費助成制度の拡充に関する請願書 新日本婦人の会　村上支部
	 代表　佐　藤　直　子 竹内喜代嗣 市	民	厚	生

常任委員会 採　　択

 ※請願は本会議で採決が行われ、全会一致または賛成多数の場合、採択されます。

陳情の審査結果
件　　　　　名 陳　　　情　　　者 所属委員会 審査結果

軽度外傷性脳損傷の周知、及び労災認定
基準の改正などを求める陳情

軽度外傷性脳損傷仲間の会
	 代表　藤　本　久美子 市民厚生常任委員会 願意了承

「学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、
私立高等学校への私学助成の増額・拡充を
求める意見書」の採択に関する陳情

新潟県私学の公費助成をすすめる会
	 会長　中　村　直　美 総務文教常任委員会 願意了承

上海府地区海岸整備の現状把握をしてい
ただきたい旨の陳情

上海府地区区長会
	 会長　　野潟区長　佐　藤　和　久
	 外　岩ケ崎区長　瀬　賀　賢　一
	 大月区長　長　　　茂　樹
	 間島区長　五十嵐　　　徹
	 柏尾区長　小　野　好　昭
	 吉浦区長　片　野　高　義
	 早川区長　斎　藤　邦　夫
	 馬下区長　井　上　　　久

経済建設常任委員会 願意了承

 ※陳情は所管常任委員会の協議会で審査され、常任委員全員が願意を了承しなければ、願意了承になりません。
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『岩船沖洋上風力発電事業の導入推進に関する決議』に対する討論
　「議員発議第10号　岩船沖洋上風力発電事業の導入推進に関する決議」は、岩船沖で導入が進められる洋上風力発電事
業について、同事業に関する研究結果に十分配慮するとともに、地元漁業関係者および地域の関係者ならびに市民の理解
と協力のもと、岩船沖洋上風力発電事業の導入推進を決議する議員発議です。
　定例会最終日、この議員発議に対し反対１人、賛成２人の討論が行われ、採決の結果、賛成多数で可決されました。

　　　　　長谷川　孝賛成討論
　日本海に吹く風は、江戸時代を中心に北前船による交易で瀬波・岩船・塩谷・海老江などに多くの繁栄をもたらしまし
た。同時に、その風の影響で、北前船による水難事故も多く、古文書などに多くの惨事の様子が書き残されています。そ
の風が自然エネルギーとして、新しい形でこの地を変えようとしています。その取り組み方しだいで、新しい産業、新し
い観光、新しい地域振興に大いに期待されることから、導入推進を望みます。

　　　　　片野　鉄雄賛成討論
　日本のエネルギー自給率は４％しかなく、ペルシャ湾からもタンカーで石油を運
び火力発電で賄っています。軍事拡張を続ける中国に南シナ海、東シナ海の制海権
を抑えられると死活問題となります。漁業関係者や地元の方々、瀬波温泉関係者等
で立ち上げた研究会では「地元や環境など十分配慮して洋上風力発電を積極的に推
進していくべき」との結論を出しています。電力各社の買い取り中断はいずれ解決
します。推進の決議に賛成です。

　　　　　相馬　エイ反対討論
　自然エネルギーの活用を反対するものではありません。研究会の研究結果には、地域住民の生活環境に対する配慮（低
周波音等）、景観や自然環境等の調和（鮭、海岸浸食等）の課題があります。調査の結果も出ないのになぜ今、議会が決
議をするのですか。提案者の安田教授には日立造船と愛知信金の寄付があり、研究期間は来年３月末まで。議会として調
査議論もしていないのになぜ、こんなに急ぐ必要があるのですか。

意 見 書
◉ 学費と教育条件の公私間格差是正に向け、私学
助成の増額・拡充を求める意見書
◉ 軽度外傷性脳損傷に関わる周知及び労災認定基
準の改正などを要請する意見書
◉ 政府による緊急の過剰米処理を求める意見書
◉ ＪＡ改革に関する意見書

以上の意見書は、第３回定例会で可決され、
関係行政庁に送付されました。

決 議 書

◉岩船沖洋上風力発電事業の導入推進に関する決議

この決議書は、第３回定例会で可決されました。

人権擁護委員の方が決まりました
次の方が推薦され、議会で同意されました。

細
ほそ

　野
の

　忠
ただ

　行
ゆき

　氏（村上地区・再任）　　　和
わ

　田
だ

　勝
かつ

　義
よし

　氏（荒川地区・再任）

伊
い

　藤
とう

　えり子
こ

　氏（荒川地区・新任）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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閉
会
中
事
務
調
査 　
　
　

　市議会は会期が終了すると閉会しますが、各常任委員会は、地方自治法の規定に基づき閉会中でも
事務調査を行うことができます。

閉会中に市政をチェック！

◆�

学
校
施
設
及
び
体
育
施
設
の
現

況
調
査

　

建
替
え
が
検
討
さ
れ
て
い
る
荒

川
総
合
体
育
館
に
つ
い
て
、
老
朽

化
に
よ
る
損
傷
の
現
状
を
調
査
し

ま
し
た
。
危
険
な
箇
所
も
見
ら
れ
、

利
用
者
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め

る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
水
は
け
が
非
常
に

悪
く
学
校
行
事
の
実
施
に
影
響
が

出
て
い
る
山
辺
里
小
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
状
態
や
、
瀬
波
小
学
校

の
耐
震
化
工
事
の
進
捗
状
況
を
確

認
し
ま
し
た
。

◆�

村
上
城
跡
・
平
林
城
跡
の
現
状

と
今
後
の
整
備
状
況
等
の
調
査

　

そ
れ
ぞ
れ
の
整
備
基
本
計
画
に

基
づ
く
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、

◆�

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
現

況
調
査

〈
荒
沢
最
終
処
分
場
〉

　

11
年
４
月
か
ら
荒
沢
の
処
分
場

が
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
埋

め
立
て
す
る
場
所
も
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

最
終
処
分
場
の
延
命
化
を
図
る

た
め
、
新
ご
み
処
理
場
で
発
生
す

る
焼
却
灰
の
一
部
は
、
埼
玉
県
寄

居
町
に
あ
る
民
間
事
業
者
へ
搬
出
、

再
資
源
化
を
行
う
こ
と
で
最
終
処

分
場
へ
の
埋
め
立
て
量
を
減
量
さ

せ
た
い
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◆�

海
面
漁
業
の
現
状
把
握
お
よ
び

新
潟
漁
協
と
の
意
見
交
換

　

本
市
の
海
面
漁
業
の
現
状
を
把

握
す
る
た
め
、
新
潟
漁
協
岩
船
港

支
所
で
は
支
部
長
、
支
所
長
、
理

事
、
運
営
委
員
の
計
６
人
の
皆
さ

ん
、
新
潟
漁
協
山
北
支
所
で
は
支

部
長
、
支
所
長
、
金
融
課
長
、
業

務
課
長
の
計
４
人
の
皆
さ
ん
と
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

組
合
員
数
の
変
化
、水
揚
げ
高
、

加
工
品
売
上
高
の
推
移
や
今
後
の

総
務
文
教
常
任
委
員
会

８
月
21
日

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

８
月
25
日

経
済
建
設
常
任
委
員
会

８
月
26
日

　8月１日、本市議会経済建設常任委
員会では、中小企業が地域の産業振
興や雇用の確保・拡大など、地域の
活性化の重要な担い手となっている
状況を鑑み、講師に慶應義塾大学の
植田浩史教授をお招きし、「中小企業
振興基本条例と中小企業」と題して
研修会を実施しました。
　市議会議員のほか、市職員や経済
産業関係団体の皆さんにも参加いた
だき、中小企業振興基本条例と中小
企業の現状について理解を深めました。

中小企業の現状を理解

見
通
し
、
栽
培
漁
業
の
状
況
や

「
越
後
柳
が
れ
い
」
の
ブ
ラ
ン
ド

化
等
各
支
所
の
特
色
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
、
自
衛
隊
艦
船

の
寄
港
、
岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電

に
対
す
る
考
え
、
後
継
者
不
足
や

必
要
経
費
の
増
大
な
ど
、
漁
業
が

抱
え
る
問
題
に
対
し
て
忌
憚
の
な

い
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

村
上
城
跡
の
石
垣
を
覆
い
隠
し
て

い
る
樹
木
の
伐
採
や
、
観
光
資
源

と
し
て
の
整
備
の
必
要
性
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
新
ご
み
処
理
場
〉

　

現
在
、
計
画
ど
お
り
に
進
ん
で

お
り
、
27
年
３
月
23
日
か
ら
、
本

稼
働
を
開
始
す
る
予
定
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

水はけの悪い山辺里小グラウンド

新ごみ処理場の建設状況を確認

意見交換後、桑川漁港を視察
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イ
ン
タビ ュー

広報特別委員会委員が
　おじゃましました！

子どもたちや若者に自然体験の機会を

大好きな、村上に貢献したい

能
の

登
と

谷
や

　創
そう

さん・愛
あ

貴
き

さん（高根）

アンニャ・ホップさん（飯野桜ヶ丘）

　私は埼玉県、妻は神奈川県の出身で、二人とも学生時代
から、自然と共生する農山村の暮らしや生業を学び、地域
づくりの活動に取り組むＮＰＯ法人「共存の森ネットワー
ク」の活動に参加しています。東北などの農山村を回った
中で、高根では訪れるたびに土地柄の魅力に惹かれ、私は
６年前、妻は３年前に移り住みました。
　多くの所で過疎化が進む山間地にありながら、高根は元
気があり、とても不思議な所です。今年３月の集落を挙げ
ての賑やかな結婚式をはじめ、日頃から皆さんには大事に

していただき、都会にはない「見守られている安心感」を
日々感じています。
　現在、私は地元の森林組合に勤め、杉の伐採作業などに
従事しています。地域に対する要望などはこれといってあ
りませんが、魅力あふれる村上で生まれ育った同世代の若
者や子どもたちに、自然体験などを通して、この地域のこ
とを知る機会が増えたらうれしく思います。

　こんにちは！アンニャ・ホップです。母国はドイツの南
西カールスルーエ市です。19歳から日本文学を勉強し、
1992年に夫、青山将之と留学先の北京外国語学院で出逢
いました。1994年に日本に来て、2004年から村上に住ん
で10年目です。小さな城下町、劇場や映画館もないと不
安でしたが、家族や店のお客さまとの交流で安心しました。

　禁煙をした時にトライアスロンのボランティアをし、そ
の後はチーム参加のバイクで出場し７回目の参加となりま
した。市民の方々の町中の応援はとても嬉しく感激です。
少しでも村上に貢献できたらと思っています。趣味で陶芸
も習っています。
　村上市への希望は、ＦＭむらかみをつくってほしいです。
ＦＭ新津でボランティアとして参加しています。暮らして
いる自治体に市民税を納めていますので、永住権を持って
いる外国籍市民として、市レベルの選挙権だけでもほしい
です。

　

新
村
上
市
誕
生
か
ら
７
年
目
に
入
り
い
よ
い
よ
正
念
場

で
す
。
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
の
一
環
で
本
会
議
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
と
あ
さ
ひ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
録
画

放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

録
画
と
議
事
録
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
図
書
館
で
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
議
会
傍
聴
に
も
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ

さ
い
。
議
場
で
の
議
論
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
市
議
会
だ
よ
り
は
、
今
号
か
ら
皆
さ
ん
の
声
を

お
届
け
す
る
企
画
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
議

会
だ
よ
り
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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会

11/18日 ㈫ 請願・陳情の提出期限（正午まで）
12/２日 ㈫ 定例会初日（本会議）
４日 ㈭ 一般質問（本会議）
５日 ㈮ 一般質問（本会議）
８日 ㈪ 一般質問（本会議）
９日 ㈫ 一般質問（本会議）
10日 ㈬ 総務文教常任委員会
11日 ㈭ 市民厚生常任委員会
12日 ㈮ 経済建設常任委員会
17日 ㈬ 定例会最終日（本会議）

＊この日程は変更されることがあります。
＊開会時間は午前10時です。ぜひ傍聴ください。

平成26年
第４回定例会のお知らせ（予定）編

集

後

記
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